
所管省庁名　文部科学省

（単位：百万円）

日本学生支援機構 <予算>
112,698 115,431 155,078 要求増は

（▲12,308） （2,733） （39,647） ①無利子奨学金の貸与人員の増員(42.6万人→44.0万人)
②国及び関係公益法人からの事業移管
によるもの

事業規模
91,892 95,027 112,900 112,900 無利子奨学金貸与事業

（▲12,745） （3,135） (17,873）
11,663 11,663 留学生への奨学金支給事業

財政投融資規模

221,900 227,600 312,200 312,200 有利子奨学金の貸与人員の増員(44.0万人→52.7万人)
（2,700） （5,700） （84,600）

（平成14・15年度は日本
育英会）

平成16年度予算要求・要望の主な事項等

特殊法人等名
平成14年度
当初予算額
（増減）

平成15年度
当初予算額
（増減）

平成16年度
要求・要望

額
内訳

平成16年度要求・要望の主な事項



補足説明資料１

独立行政法人日本学生支援機構について

Ⅰ 経 緯

）【特殊法人等整理合理化計画 （日本育英会 （ 13年12月閣議決定】 ） 平成

廃止した上で国の学生支援業務と統合し、新たに学生支援業務を総合的に実施す
る独立行政法人を設置する。

【公益法人に対する行政の関与の在り方の改革実施計画】(留学生関係法人)
(平成14年３月閣議決定)

独立行政法人の行う事業として適切な事業については、事務･事業の一元化･効率
化を目的として、｢特殊法人等整理合理化計画｣に基づき学生支援事業を効率的に行
うために設置される独立行政法人へ移管する。

。 。独立行政法人日本学生支援機構法は平成15年６月10日成立 ６月18日公布・施行

Ⅱ 概 要

留学生への奨学金支給、教職員研修等文部科学省(本省)
独立行政法人

国 立 大 学
日本学生支援機構

(日本人学生と留学生支援施学生等への奨学金の貸与、回収

策の総合的な実施)日 本 育 英 会

【平成 年 月 日設立】16 4 1

公 内外学生センター

益 日本国際教育協会 都道府県（高校奨学金）
【 】平成 年度入学者から移管17

法 国際学友会

日本語教育能力人 関西国際学友会
検定試験等

継 承 公 益 法 人
【平成 年 月 日統合】16 4 1

Ⅲ 主な業務

① 学生等への奨学金の貸与、回収

② 留学生への奨学金の支給

③ 留学生宿舎の設置・運営、国際交流事業の実施

④ 日本留学試験、日本語予備教育の実施

⑤ 大学等の学生支援関係教職員への研修



補足説明資料２

奨 学 金 事 業 に つ い て

（ 奨 学 金 事 業 の 目 的 等 ）
奨 学 金 事 業 は 、 人 材 育 成 と 教 育 の 機 会 均 等 を 目 的 と し て お り 、 学 生 が 経 済 的 に

心 配 す る こ と な く 、 安 心 し て 学 べ る よ う に す る た め の 重 要 な 教 育 施 策 。

（ こ れ ま で の 主 な 充 実 内 容 ）
・ 有 利 子 奨 学 金 の 抜 本 拡 充 （ 平 成 1 1 年 度 ： 貸 与 人 員 の 拡 充 と 貸 与 月 額 の 選 択 制）
・ 緊 急 採 用 奨 学 金 （ 無 利 子 ） の 創 設 （ 平 成 1 1 年 度 ： 年 間 を 通 じ て 随 時 受 け 付 け）
・ 入 学 時 特 別 貸 与 奨 学 金 （ 有 利 子 ） の 創 設 （ 平 成 1 5 年 度 ）

： 入 学 時 の 資 金 需 要 に 対 応 す る た め 、 3 0 万 円 を 増 額 し て 貸 与

平 成 1 6 年 度 か ら は 、 独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構 が 日 本 育 英 会 か ら 奨 学 金 事 業
（ 、 ）。を 引 き 継 い で 実 施 す る 予 定 高 校 奨 学 金 は 平 成 1 7 年 度 入 学 者 か ら 地 方 移 管 予 定

（ 平 成 １ ５ 年 度 の 奨 学 金 貸 与 規 模 ）
貸 与 人 員 ８ ６ ． ６ 万 人 （ ６ ． ８ 万 人 増 ）
事 業 費 総 額 ５ ， ７ ９ ０ 億 円 （ ６ ２ ４ 億 円 増 ）

区 分 無 利 子 貸 与 事 業 有 利 子 貸 与 事 業

貸 与 人 員 ４ ２ ． ７ 万 人 （ ２ ． １ 万 人 増 ） ４ ３ ． ９ 万 人 （ ４ ． ７ 万 人 増 ）
％、大学院27 . 0％ ％、大学院 17.2％)( ) ( (学 生 数 に 占 め る 貸 与 割 合 大 学 8 . 2 大 学 1 2 . 0)

， （ ） ， （ ）事 業 費 ２ ３ ８ ５ 億 円 １ ７ １ 億 円 増 ３ ４ ０ ５ 億 円 ４ ５ ３ 億 円 増

う ち 政 府 貸 付 金 ・ （ 政 府 貸 付 金 ） （ 財 政 融 資 資 金 ）

， （ ）財 政 融 資 資 金 ９ ５ ０ 億 円 （ ３ １ 億 円 増 ） ２ ２ ７ ６ 億 円 ５ ７ 億 円 増

対 象 学 種 高 校 、 大 学 ・ 短 大 、 高 専 、 大 学 ・ 短 大 、 高 専 、（ ４ ・ ５ 年 生 ）
大 学 院 、 専 修 学 校 大 学 院 、 専 修 学 校 ( 専 門 課 程 )

３ 、 ５ 、 ８ 、 1 0 万 円 か ら 選 択貸 与 月 額 ・ 国 立 大 学 自 宅 外 通 学 者 5 0 千 円 ・ 私 立 自 宅 外 通 学 者 6 3 千 円 ( 大 学 )

５ 、 ８ 、 1 0 、 1 3 万 円 か ら 選 択・ 大 学 院 （ 修 士 ） 8 7 千 円 ・ 大 学 院 （ 博 士 ） 1 2 1 千 円 ( 大 学 院 )

学 ① 高 校 成 績 が ３ ． ５ 以 上 ① 平 均 以 上 の 成 績 の 学 生
② 特 定 の 分 野 に お い て 特 に 優 秀 な② 大 学 成 績 が 学 部 内 に お い て

能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 学 生貸 与 基 準 １ ／ ３ 以 内
（ 大 学 生 力 ③ 勉 学 意 欲 の あ る 学 生
の 場 合 ）

家 ９ ９ ５ 万 円 以 下 １ , ３ ４ １ 万 円 以 下
【 私 大 ・ ４ 人 世 帯 ・ 自 宅 ・ 給 与 所 得 者 の 場 合 】 私 大 ・ ４ 人 世 帯 ・ 自 宅 ・ 給 与 所 得 者 の 場 合 】計 【

（ 元 利 均 等 返 還 ）返 還 方 法 卒 業 後 ２ ０ 年 以 内 卒 業 後 ２ ０ 年 以 内

（ 在 学 中 は 無 利 子 ）返 還 利 率 無 利 子 上 限 年 ３ ％
( 1 1月 4日現在年 0 . 6 )％



補足説明資料３

①貸与人員の推移

②事業費の推移

（注）　有利子奨学金は、1１月４日現在で年0.6％と低利である。

　　　　また、在学中は無利息で、失職等による返還困難時の猶予の取扱いなどは無利子奨学金と同じである。

③平成14年度末までの回収状況

(100.0%) (100.0%) (100.0%)

うち回収額累計 (97.9%) (98.0%) (97.9%)

うち未回収額 (2.1%) (2.0%) (2.1%)

（注）１．要回収額累計とは、14年度末までに返還期日が到来した債権額である。なお、繰上償還分は含まれていない。

　　　２．未回収額とは、返還期日を１日でも過ぎた額であり、全てが返還されず負債となるものではない。

区　　　分

19,398 億円

19,000 億円

398 億円

16,071 億円

339 億円

2,929 億円

59 億円

奨学金貸与規模の推移と回収状況

要 回 収 額 累 計 16,410 億円

第一種奨学金（無利息） 第二種奨学金（利息付き） 計

2,988 億円

82,700 106,290
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「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2003」 平成15年6月 閣議決定

第２部 構造改革への具体的な取り組み ４．雇用・人間力の強化

（４）大学改革 教育については、大学への補助を一層重点的・競争的なものにするとともに、 奨学金を充実する。

第３部 １６年度経済財政運営と予算のあり方 ２．平成１６年度予算における基本的な考え方

（３）主要予算の改革 ④教育・文化

既存の補助等の施策を見直すとともに、適切な受益者負担を求める一方で意欲・能力のある個人を支援する。

教育を受ける意欲と能力のある学生が経済的な面で心配することなく、安心して学べるよう、奨学金の更なる充実を図る必要。

1．貸与人員の増員（新規施策含む）

無利子奨学金 １．４万人増 （４２．６万人 → ４４．０万人）＜うち新規分 １．４万人 増 ＞

有利子奨学金 ８．７万人増 （４４．０万人 → ５２．７万人）＜うち新規分 ４．７万人増＞

合 計 １０．１万人増 （８６．６万人 → ９６．７万人）＜うち新規分 ６．１万人 増 ＞

（奨学金貸与総額 ５，７９０億円 → ６，８４２億円 ＜ 新 規 施 策 含 む ＞）

２．法科大学院の創設に 対応した奨学金の充実

無利子奨学金 貸与人員 ２，４００人

有利子奨学金 貸与人員 ２，４００人（無利子との併用貸与１，４００人分 を 確 保）

４万円，７万円の増額貸与月額を新設（5,8,10,13, 17 ,20万円 から選択）

３．入学時の需要に対応した奨学金（ 有利子による一時金）の充実

貸与人員 ２．５万人増（２．５万人 → ５万人） ※申 請 要 件 の 改 善 等

４．奨学金貸与制度（有利子）による海外留学の支援

貸与人員 １，０００人 ※貸 与 月 額 は 現 行 有 利 子 の 選 択 制 に よ る

奨学金事業の充実（平成1６年度要求）

教育の機会均等の確保と次代を担う人材育成の推進

（平成16年度要求の財源内訳）

① 無 利 子 奨 学 金 貸 与 総 額 2,521億円

政 府 貸 付 金 1,129億 円

返 還 金 充 当 額 1,392億円

② 有 利 子 奨 学 金 貸 与 総 額 4,321億 円

財 政 融 資 資 金 3,122億 円

財 投 機 関 債 710億 円

返 還 金 充 当 額 489億 円

補足説明資料４



１．留学生への奨学金支給１．留学生への奨学金支給 11,66311,663百万円百万円
受入 1,133人増 （25,233人→26,356人）
派遣 430人増 （ 645人→ 1,075人）

・私費留学生学習奨励費、短期留学推進制度、長期留学生派遣制度等

※国費留学生については奨学金支給事務等を実施

<27,594百万円 12,023人→12,556人>

２．留学生宿舎の設置・運営２．留学生宿舎の設置・運営 1,5621,562百万円百万円
３．日本留学試験の実施３．日本留学試験の実施 330330百万円百万円
４．留学生に対する日本語予備教育４．留学生に対する日本語予備教育 435435百万円百万円
５．留学生交流の推進５．留学生交流の推進 1,2421,242百万円百万円

・海外留学情報拠点の整備、国際交流事業等

留学生交流の推進留学生交流の推進留学生交流の推進 補足説明資料５

「留学生受入れ10万人計画」（昭和58年策定）を平成15年には達成見込み
平成14年５月現在 95,550人

１．留学生への生活支援の充実１．留学生への生活支援の充実
・留学生への奨学金（国費留学生制度、学習奨励費等）の充実
・良質で低廉な留学生宿舎の確保

２．開かれた留学生制度の構築２．開かれた留学生制度の構築
・渡日前入学許可の推進
・留学情報提供・留学相談の充実

３．留学生に対する教育・研究指導の充実３．留学生に対する教育・研究指導の充実
・日本語教育の充実
・大学等の英語によるプログラムの推進等

我が国の留学生施策

日本学生支援機構留学生関係主要事業（平成16年度要求）



〇留学生数の推移（各年５月１日現在）

7483
9267

11733
14659

17701
20549

25852

35360

38775
41804 41390

45439

53640

68270

15009

18631

22154

41347

45066

48561
51298

55755

2082 2345 2502 3077 3458 4118 4465 4961 5219 5699 6408 6880 7371 8051 83238250 8774 8930 9173 9009

85024

41273
43573

452454557744783

863 798 774 895
995 976 934 1026 1072 1058 1214 1330 1231 1297 1524 1585 1542 1441 1369 1517

95550

78812

64011

51047529215384753787
52405

31251

25643

12410
10428

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

55000

60000

65000

70000

75000

80000

85000

90000

95000

100000

昭和58 59 60 61 62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 （年）

（人）

留学生総数

私費留学生数

国費留学生数

外国政府派遣留学生数

補足説明資料６




